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本
学
と
漢
陽
女
子
大
學
と
の
学
術
・
文

化
交
流
協
定
に
基
づ
き
、
第
１
期
留
学
生

と
し
て
昨
年
４
月
に
国
文
学
科
に
編
入
学

し
た
２
名
が
、
本
日
卒
業
を
迎
え
る
。
来

月
に
は
、
國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
文
学

科
に
編
入
学
す
る
。
こ
の
一
年
間
を
振
り

返
り
、
感
謝
の
言
葉
を
綴
っ
た
。
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名
残
惜
し
い
栃
木
の
一
年
間

　
　
　
　
　

国
文
学
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李イ 

銀ウ
ン 

柱ジ
ュ

栃
木
で
の
一
年

　
　
　
　　

国
文
学
科　

李イ 

政
ジ
ョ
ン 

珉ミ
ン

　

４
月
、
初
め
て
見
る
風
景
、
空

気
の
中
で
、
言
葉
も
文
化
も
何
も

か
も
違
う
所
で
、
よ
く
眠
れ
な
か

っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

今
に
な
っ
て
は
想
像
も
で
き
な
い

こ
と
で
す
。
授
業
は
と
て
も
充
実

し
て
い
て
、
先
生
方
も
と
て
も
優

し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
留
学
生

で
あ
る
私
も
不
自
由
な
く
勉
学
に

集
中
で
き
ま
し
た
。
勉
強
は
と
て

も
楽
し
く
、
ま
た
予
想
以
上
に
難

し
く
、
戸
惑
っ
た
り
迷
っ
た
り
し

ま
し
た
が
、
い
つ
も
私

に
力
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
留
学
の
目
的
は
、
勉

強
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
文

化
に
つ
い
て
体
験
し
た
こ
と
は
一

生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人

と
の
絆
が
ど
れ
く
ら
い
大
切
な
こ

と
か
を
学
び
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一

年
で
し
た
。
い
つ
も
み
ん
な
に
助

け
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
こ
こ
ま

で
こ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
お
陰
様

で
、
國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
文

学
科
三
年
生
へ
の
編
入
学
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
言
葉
で
は
、

全
部
表
現
出
来
ま
せ
ん
が
、
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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０
０
９
年
４
月
２
日
、
日
本

に
着
い
て
、
私
の
留
学
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。
憧
憬
の
対
象
で
あ

っ
た
日
本
で
し
た
が
、
見
知
ら
ぬ

土
地
、
知
り
合
い
も
い
な
い
寮
生

活
、
韓
国
と
は
少
し
ず
つ
違
う
大

学
生
活
で
、
戸
惑
い
な
が
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
見
た
目
は
大
人

で
も
、
私
は
子
ど
も
と
同
じ
で
し

た
。
異
文
化
の
こ
と
で
、
一
か
ら

ま
た
学
び
は
じ
め
る
気
持
ち
で
し

た
。
家
族
が
い
る
韓
国
に
帰
り
た

く
な
っ
た
時
、
日
本
語
が
未
熟
な

の
に
日
本
語
ば
か
り
の
本
を
読
ん

で
レ
ポ
ー
ト
を
書
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
時
、
外
国
人
だ
か
ら

で
き
な
か
っ
た
時
、
誰
に
も
い
え

な
い
寂
し
さ
を
我
慢
し
た
時
、
い

ろ
い
ろ
の
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。

一
年
が
経
過
す
る
い
ま
、
國
學
院

大
學
栃
木
短
期
大
学
に
留
学
で
き

た
こ
と
、
国
文
学
科
で
学
び
、
た

く
さ
ん
の
先
生
方
に
お
世
話
に
な

り
、
友
だ
ち
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
切
で
あ
り
が
た
い
こ
と
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
栃
木

は
、
日
本
の
郷
里
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
日
本
で
地
元
は
ど

こ
と
聞
か
れ
た
ら
「
栃
木
で
す
」

と
答
え
ま
す
。
教
職
員
の
方
々
、

友
だ
ち
た
ち
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
一
生
憶
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
た
に
漢
陽
女
子
大
學

か
ら
の
留
学
生
が
「
書
道
」
の
講
義

を
受
講
。
楷
行
草
の
三
体
を
ど
う
教

え
よ
う
か
と
多
少
戸
惑
い
な
が
ら
、

筆
順
を
別
途
説
明
し
た
り
し
た
が
直

ぐ
に
慣
れ
、
夏
休
み
前
に
は
他
の
学

書
道
に
情
熱
を
傾
け
た
留
学
生

生
と
同
じ
様
に
学
習
し
、
目
を
見
張

る
ほ
ど
上
達
し
て
い
っ
た
。
何
よ
り

も
非
常
に
熱
心
で
、
日
本
の
学
生
達

が
忘
れ
か
け
た
授
業
へ
の
情
熱
が
感

じ
ら
れ
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
書
道

部
に
入
部
、
斯
花
祭
で
は
三
体
千
字

文
の
作
品
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
日

韓
の
友
好
を
願
っ
て
、
佐
伯
司
朗
先

生
が
斯
花
祭
の
テ
ー
マ
「
月
華
」
を

篆
書
と
ハ
ン
グ
ル
で
揮
毫
し
た
。
本

学
学
生
は
斯
花
祭
に
古
典
の
臨
書
作

品
・
授
業
で
学
ん
だ
作
品
を
、
聴
講

生
は
源
氏
物
語
絵
巻
の
復
元
模
写
と

詞
書
の
臨
書
を
発
表
し
、
格
調
高
い

雰
囲
気
と
な
っ
た
。

　

続
橋
文
庫
が
、
平
成
22
年
３
月
15

日
、
自
習
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

西
１
号
館
202
教
室
に
開
架
さ
れ
た
。

　

こ
の
文
庫
は
、
平
成
12
年
９
月
27

日
逝
去
さ
れ
た
続

つ
づ
き
は
し橋

達
雄
教
授
の
全

蔵
書
を
、
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
一
般
書
１
９
１
６
冊
、
雑

誌
40
タ
イ
ト
ル
な
ど
か
ら
な
る
。

 
 

続
橋
先
生
は
、
昭
和
45
年
に
本
学

に
赴
任
さ
れ
、
以
来
30
年
に
わ
た
っ

て
、
近
代
文
学
や
児
童
文
学
の
講
座

を
担
当
さ
れ
、
平
成
12
年
３
月
定
年

退
職
さ
れ
た
。
先
生
は
、
児
童
文
学

研
究
の
権
威
で
、
と
く
に
宮
沢
賢
治

の
童
話
の
研
究
で
は
、
第
一
人
者
で

あ
っ
た
。
児
童
文
学
関
係
の
著
書
や

編
著
書
が
多
く
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

こ
の
文
庫
は
、
先
生
の
著
書
を
初
め

と
し
て
、
宮
沢
賢
治
関
係
の
書
物
が

300
冊
を
超
え
、
さ
ら
に
小
川
未
明
、

鈴
木
三
重
吉
、
坪
田
穣
治
、
新
美
南

吉
、
浜
田
広
介
な
ど
の
全
集
も
揃
っ

て
お
り
、
ま
さ
に
児
童
文
学
の
宝
庫

で
あ
る
。

　

な
お
文
庫
の
登
録
・
整
理
に
は
、

片
山
喜
八
郎
前
図
書
館
館
長
の
指
導

の
も
と
に
、
韓
国
の
漢
陽
女
子
大
学

か
ら
の
留
学
生
・
李
銀
柱
さ
ん
、
李

政
珉
さ
ん
が
当
た
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
授 

林
田
孝
和 

記

李政珉さんと
作品「三体千字文」

李銀桂さん
　続橋文庫の前で

篆書とハングル文字で
揮毫した斯花祭テーマ


